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Ⅰ 介護人材対策推進協議会の概要 
 
１ 目的 

世田谷区における介護人材の確保及び育成・定着支援について、中長期的な視点も含めた対

策を推進するため、区内介護サービス施設・事業者と行政が一体となり、介護人材不足の解消

に向けた新たな取り組み等を検討する。 
 
２ 検討項目 
 
（１）介護現場の革新・生産性の向上に関すること。  
（２）多様な人材の参入・活躍のイメージに関すること。  
（３）介護の仕事の魅力発信・職業イメージの改善に関すること。  
（４）その他介護人材の確保・育成・定着支援に関すること。  

 
３ 進め方 
（１）全体会︓年 2 回 
   内 容︓介護人材不足解消に向けた新たな取り組み等の検討・実施 
（２）部 会︓年２回 
   内 容︓「入所系」「在宅系」部会毎に取り組みについて検討 
 
４ 委員名簿 
  Ⅴ 資料 ３ 世田谷区介護人材対策推進協議会委員名簿 
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Ⅱ 世田谷区の福祉を取り巻く現状と課題 
 
１ 世田谷区の概要 
（１）世田谷区の現状 （令和４年 4 月 1 日現在、外国人含む） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）世田谷区の行政組織（地区・地域・全区の三層構造） 
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（３）世田谷区将来人口推計 
世田谷区の将来人口推計によると、団塊の世代が 75 歳以上（後期高齢者）となる令和 7 年以

降も高齢者の占める割合が増える一方で、15〜64 歳（生産年齢人口）と 0〜14 歳（年少人口）
は一貫して減少する。   出展︓世田谷区人口推計（令和５年 7 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）介護保険１号被保険者認定者数の推移 
６５歳以上の第１号被保険者の介護保険の要介護（要支援）認定者は、増加し続けており、 
令和４年度には 41,100 人を超えている。要介護認定者の約 6 割は 65 歳以上となっている。 
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（５）障害者数の推移 
障害者数は総数 1・総数 2 のいずれも一貫して増加傾向にあり、総数 1 は平成 19 年 32,428 人
から令和 5 年度は 46,080 人へと薬 13,000 人の増加となり、人口比では 4.0％から 5.0％へ増
加しています。総数 2 では、平成 24 年の 32,694 人から令和 5 年の 38,495 人と薬 6,000 人の
増加となっており、人口比では 3.9％から 4.2％へ増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※総数 1、総数 2 の下のカッコ内の数字は総人口に占める割合 
※総数 1 は、身体障害者手帳所持者・愛の手帳所持者（重複除く）・自立支援医療（精神通院医療）・難病 
※令和 3 年の一時的な減少は令和 2 年度の新型コロナウイルス感染症の進行に伴い、特例として自立支援医

療（精神通院医療）の更新申請が不要となったため 
 
（６）福祉・医療分野での有効求人倍率の状況 

世田谷区が含まれるハローワーク渋谷での介護関連の有効求人倍率は、2018 年 4 月には一
般常用 13.79、非正規 21.4 であったものが、2021 年には一般常用 7.32、非正規 11.32 とほ
ぼ半減しているものの、東京全体と比べると、依然として高い数値となっている。 
●有効求人倍率 

 

 
 

介護関連︓福祉施設指導専門員、福祉施設寮母・寮父、ケアマネジャー、家政婦（士）、ホームヘルパー等 
福祉関連︓保健師、助産師、看護師、理学・作業療法士、視能・言語聴覚士、福祉相談指導員等 

 
2018 年 4 月 2019 年 4 月 2020 年 4 月 2021 年 4 月 2022 年 4 月 

渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 

一般常用職業計 2.55  1.96  1.62  2.47  2.02  1.68  1.98  1.64  1.38  1.13  1.14  0.97  1.32  1.39  1.18  

一般常用介護関連 13.79  6.66  1.62  12.32  7.59  5.27  8.07  6.94  5.18  7.32  5.48  4.10  7.26  6.04  4.44  

一般常用福祉関連 4.22  3.19  4.75  3.90  3.47  3.11  2.48  2.71  2.44  2.78  2.84  2.48  2.73  2.79  2.58  

常用的パート職業計 3.69  2.44  2.73  3.02  2.37  1.95  2.14  1.91  1.56  1.34  1.20  0.99  1.27  1.39  1.16  

常用的パート介護関連 21.40  9.59  2.00  16.14  10.87  7.48  19.64  10.80  7.72  11.32  7.66  5.52  9.01  7.49  5.15  

常用的パート福祉関連 6.46  3.46  6.74  3.90  3.13  2.54  2.81  2.74  2.31  3.87  2.73  2.19  3.07  2.65  2.10  
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２ 福祉分野の計画における福祉人材対策 
（１）第９期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和６〜８年度） 
●基本理念 
「住み慣れた地域で支えあい、自分らしく安心して暮らし続けられる地域社会の実現」 
●施策展開の考え方  
（１）参加と協働の地域づくり  
（２）これまでの高齢者観に捉われない施策  
（３）地域包括ケアシステムの推進 
●計画目標Ⅰ 区民の健康寿命を延ばす  

計画目標Ⅱ 高齢者の活動と参加を促進する  
計画目標Ⅲ 安心して暮らし続けるための医療・介護・福祉サービスの確保を図る  

●重点取組み （１）健康づくりと介護予防の一体的な推進  
取組み︓保健事業と介護予防の一体的な取組みの推進、食・口と歯の健康づくりの質の向上、 

介護予防のための外出・社会参加促進の取組み 
●重点取組み（２）高齢者の生きがいづくり 

取組み︓高齢者の社会参加の促進への支援、総合的な連携枠組みの整備の検討、地域人材の発
掘・育成・活用 

●重点取組み（３）在宅医療・介護連携の推進 
取組み︓在宅医療・ＡＣＰの普及啓発、在宅医療・介護のネットワークの構築、在宅医療・介

護関係者間の情報の共有支援 
➡５ 介護人材の確保 及び育成・定着 支援  
急速な高齢化による介護サービス需要の増大と生産年齢人口の減少が見込まれ、介護人材の確
保は喫緊の課題です。誰もが自分らしく地域で安心して暮 らし続けられるよう、介護サービス
の安定的な供給を図るため、福祉・介護 人材の確保及び育成・定着支援のための施策を総合的
に展開していきます。 

  ①さらなる介護職の魅力発信 ②多様な人材の確保・育成  
③働きやすい環境の構築に向けた支援 

 
 
 
 

 
2019 年 4 月 2020 年 4 月 2021 年 4 月 2022 年 4 月 2023 年 4 月 

渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 渋谷 23 区 東京 

一般常用職業計 2.47  2.02  1.68  1.98  1.64  1.38  1.13  1.14  0.97  1.32  1.39  1.18  1.55 1.71 1.43 

一般常用介護関連 12.32  7.59  5.27  8.07  6.94  5.18  7.32  5.48  4.10  7.26  6.04  4.44  9.42 8.27 5.95 

一般常用福祉関連 3.90  3.47  3.11  2.48  2.71  2.44  2.78  2.84  2.48  2.73  2.79  2.58  2.60 2.86 2.63 

常用的パート職業計 3.02  2.37  1.95  2.14  1.91  1.56  1.34  1.20  0.99  1.27  1.39  1.16  1.50 1.79 1.44 

常用的パート介護関連 16.14  10.87  7.48  19.64  10.80  7.72  11.32  7.66  5.52  9.01  7.49  5.15  9.63 9.62 6.68 

常用的パート福祉関連 3.90  3.13  2.54  2.81  2.74  2.31  3.87  2.73  2.19  3.07  2.65  2.10  3.62 2.69 2.18 
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（２）せたがやインクルージョンプラン -世田谷区障害施策推進計画（令和６〜８年度） 
     ＜これまでの名称＞              ＜本計画からの新名称＞ 
  
 
 
●基本理念  

障害のある人もない人も お互いの人格や個性を尊重して 住み慣れた地域で支えあい 選択 
した自分らしい生活を 安心して継続できる社会の実現 

●行動コンセプト 
「当事者の選択を支える」環境整備 情報アクセスのしやすさ、体験や選択の機会の確保、多 
様な福祉サービスの整備、既存サービスで の障害児者の受入れ、再利用を尊重する仕組 
み 。「選択」する ための支援、理解しやすい情報提供、選択肢を提示、選択の結 果と選 
び直しを尊重 

●重点取組１ 医療的ケア児（者）の支援 
●重点取組２ 精神障害施策の充実 
●重点取組３ 人材の確保・定着  
＜取組の方向性＞ 
・障害児者の自立を支援する技術やチームワークを学ぶ研修の充実  
・ボランティアを含めた新たな人材の確保に向け、障害理解を進めるための施策の推進  
・施設や事業所の職員等の心身の健康を守る取組 
●重点取組４ 災害への備えの推進 
●重点取組５ 情報コミュニケーション・ アクセス手段の確保 
●重点取組６ インクルーシブ教育推進 に向けた土台づくり 
●重点取組７ 障害理解促進・差別解消 
 

  

せたがやノーマライゼーションプラン 
-世田谷区障害施策推進計画 

せたがやインクルージョンプラン 
-世田谷区障害施策推進計画 
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3 世田谷区の福祉人材施策 
（1）高齢福祉部 

事業名 開始年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 
（１）研修体制の構築 
世田谷区福祉人材育成・研修センター 平成 19 年度    
（２）研修費助成制度 
特別養護老人ホーム等職員研修費助成 平成 20 年度 36 事業所 47 事業所 45 事業所 
登録ヘルパー等研修受講助成 平成 21 年度 19 人 59 人 133 人 
（３）資格取得支援事業 
介護職員初任者研修課程等受講料助成 平成 21 年度 75 人 

障害含 
高齢 117 人  
障害 25 人 

高齢 70 人  
障害 18 人 

介護福祉士実務者研修受講料助成 平成 29 年度 108 人障害含 高齢 126 人 
障害 12 人 

高齢 121 人 
障害 23 人 

介護福祉士資格取得費用助成 平成 29 年度 49 人障害含 高齢 35 人 
障害 8 人 

高齢 58 人 
障害 5 人 

（４）定着支援 
世田谷区介護職員等合同入職式 平成 29 年度    
世田谷区介護従事者等永年勤続表彰式 平成 29 年度    
デジタル環境整備促進事業 令和 3 年度  ９法人 

10 事業所 
1 法人 
1 事業所 

（５）人材確保支援 
介護職員等宿舎借り上げ支援 平成 30 年度 

令和３年度 
2 事業所 
5 戸 

３事業所 
10 戸 

4 法人 
18 戸 

介護人材採用活動経費助成 令和元年度 120 法人 119 法人 109 法人 
特別養護老人ホーム介護職員宿舎借り
上げ支援 

令和 2 年度 9 事業所 
21 戸 

12 事業所 
30 戸 

14 事業所 
36 戸 

地域密着型サービス事業所宿舎借り上
げ支援事業 

令和 4 年度     6 事業所 

11 戸 

○認知症介護サポート事業（特養ホーム等介護ロボット導入経費助成）（平成 30 年度〜令和元年度終了） 

○訪問系介護事業所への電動アシスト自転車購入費用助成（令和 2 年度のみ 175 事業所 297 台）  
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（２）経済産業部  
１）「三茶おしごとカフェ」 

区内事業所の人材確保と区民（求職者）の就業促進を図るため、三軒茶屋就労支援センタ

ーにおいて、産業振興公社が職業紹介等行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷で働こう︕あなたに合った企業、紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業部 工業・ものづくり・雇用促進課 

【第 3 弾︕】世田谷区×POPEYE 特別編集「きみも福祉の仕事してみない︖」発行 
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（３）世田谷区福祉人材育成・研修センター 
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4 福祉人材確保・育成に関する調査概要と調査結果  
 

調査目的 
喫緊の課題である福祉人材確保に向けて、事業所の取組状況と課題等を調査し、解 
決策を探るとともに、好事例を収集し情報共有を図る。 

調査日程 令和５年 12 月 25 日〜令和６年２月 15 日 

調査方法 
配付︓FAX またはメール送信 
回収︓FAX・メール・フォーム回答 

対象事業所 
及び 
回答事業所 
 

配付事業所数︓1,257 事業所（高齢︔事業所 障害︔事業所） 
回答事業所 ︓  443 事業所（高齢︔205 事業所 障害︔110 事業所）  
回収率   ︓ 35.2%     （高齢︔22.1%     障害︔27.9%） 
回答事業所数︓ 597 事業所 （高齢︔468 件    障害︔129 件） 

事業所種別 

高齢分野︓訪問介護、通所介護、訪問看護、短期入所、特定施設入居者生活助護、
定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能・看護小規模多機能型居宅介
護、認知症対応型共同生活介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、居宅介
護支援、地域包括支援センター 

障害分野︓居宅介護・重度訪問介護、同行援護、行動援護、生活介護、自立訓練、
GH、短期入所、児童発達支援、放課後等デイ、相談支援   

調査項目 
（１）介護ロボットの状況（２）ICT の導入状況（３）外国人職員在籍状況 
（４）人材確保・定着支援（５）社会福祉士等実習生・インターン等受入れ 
（６）補助的業務の活用 等 

・ 

（1）回答状況 
高齢分野 

 事業種別 
回答

数 

配付

数 
回答割合 

特養ホーム 29 29 100.0% 

短期入所 23 33 69.7% 

老健 5 9 55.6% 

GH 24 49 49.0% 

特定施設入居者 17 50 34.0% 

看多機・小多機 13 20 65.0% 

通所介護・リハビリ 88 230 38.3% 

訪問介護 89 287 31.0% 

定期巡回 4 8 50.0% 

訪問看護・リハビリ 43 141 30.5% 

居宅介護支援 122 272 44.9% 

 

（２）事業所職員の過不足状況 
多いに不足 76 件 17.2％  

73.0％ 

適切 117 件 26.4% 

不足 134 件 30.3％ 過剰 2 件 0.5% 

やや不足 113 件 25.5% 適切・過剰 26.9％ 

障害分野 

事業種別 件数 事業種別 件数 

居宅介護・重度訪問介護 23 

地域活動支援センタ

ー 2

同行援護 6 ＧＨ 7

行動援護 23 短期入所 7

生活介護 11 児童発達支援 6

自立訓練 2 放課後等デイ 6

就労移行支援 8 相談支援 8

就労継続支援（Ａ・B） 20  
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（３）①介護ロボットの導入     導入事業所  97 件／443 件（21.9％） 

 

高齢分野 障害分野  

 

入
所
系 

多いに不足 14 19.4% 

87.5% 

 
入
所
系 

多いに不足 1 14.3% 

71.4% 不足 27 37.5%  不足 3 42.9% 

やや不足 22 30.6%  やや不足 1 14.3% 

適切 9 12.5% 
12.5% 

 適切 2 28.6% 
28.6% 

過剰 0 0.0%  過剰 0 0.0% 

通
所
系 

多いに不足 10 12.8% 

67.9% 

 
通
所
系 

多いに不足 4 12.9% 

71.0% 不足 17 21.8%  不足 9 29.0% 

やや不足 26 33.3%  やや不足 9 29.0% 

適切 26 33.3% 
32.1% 

 適切 9 29.0% 
29.0% 

過剰 0 0.0%  過剰 0 0.0% 

訪
問
系 

多いに不足 27 23.5% 

76.5% 

 
訪
問
系 

多いに不足 8 34.8% 

95.7% 不足 40 34.8%  不足 10 43.5% 

やや不足 21 18.3%  やや不足 4 17.4% 

適切 24 20.9% 
23.5% 

 適切 1 4.3% 
4.3% 

過剰 2 1.7%  過剰 0 0.0% 

居
宅
介
護
支
援 

多いに不足 10 11.2% 

56.2% 

 
相
談 

多いに不足 1 20.0% 

100% 不足 20 22.5%  不足 1 20.0% 

やや不足 20 22.5%  やや不足 3 60.0% 

適切 38 42.7% 

43.8% 

 適切 0 0.0% 
0.0% 

過剰 0 0.0%  過剰 0 0.0% 

無回答 1 1.1%      

地
域
包
括 

多いに不足 1 10.0% 

70.0% 

 
児
童 

大いに不足 0 0.0% 

85.7% 不足 2 20.0%  不足 3 42.9% 

やや不足 4 40.0%  やや不足 3 42.9% 

適切 3 30.0% 
30.0% 

 適切 1 14.3% 
14.3% 

過剰 0 0.0%  過剰 0 0.0% 
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【導入】令和 4 年度調査 66 件/３15 件(21.0％)と比較し、導入事業所は 97 件/443 件
(21.9％)と若干増加。導入事業所は特養ホームが占める割合が高い。 

 
【効果】 
・利用者の体調変化の早期発見は睡眠センサーが 85.3％と高い。事故防止は見守りセンサー

84.6％、移乗支援 75％と続く。業務の安心感・負担軽減は、移乗支援機器 85.7％、見守りセ
ンサー84.6％、睡眠センサー82.4％、移動支援 80％と続く。腰痛の改善・予防は移乗支援機
器 92.9％、移動支援機器 80％、スライディングボード 75.4％と続く。 

・スライディングボードなど活用して、持ち上げない介護を実践し、腰痛予防、利用者側の安心
感にもつながっている。・利用者の ADL や体調の維持、事故防止に役立つ。 

・記録や機器類の効果的な使用については、職員の教育や定着が重要。 
・機器類を入れたら、業者と施設内の取組みで効果が最大限に発揮される必要がある。 
 
【課題】 
・一部業務負担の軽減にはなるが、人材不足は補えない。 
・機器導入の効果は、少数の利用者のみ適合で限定的。連続した介助に活用できない。 
・助成金は時間的制約が多く、購入しても現場で使用されないこともある。           
・機器の効果を自分たちで判断できないと、失敗を繰り返し、機器に期待がなくなると導入も進

まないため、導入側の知識や経験が重要。 現場と事務が一体となって導入する意義や、具体的
な推進体制を組む必要がある。・極小型化、携帯化が進むとよい。 

・眠りスキャンは 5 年経過し、機器の故障等、維持管理にかかる費用が課題。 
・導入したいが、業務に追われ検討もできない状況。 
・眠りスキャン、スライディングシートは使いこなせていない。 
・介護度が重度化し、職員の腰痛等体調不良者がいる。ノーリフトケアの周知が必要 
・入浴のリフトで、安価でコンパクトなものがあると会社に提案しやすい。 
・移乗用リフトがあるが実際の介護の際はセッティングに時間を要することや、利用者から「怖

い」などの意見があり使用場面が少ない。 
・在宅介護は利用者宅の事情による。【課題︓製品・導入・コスト等】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）②ICT 導入事業所と効果 
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【導入】 
保険請求システム 85.5％ 介護記録 64.6％ 勤怠管理 56.9％導入。シフト管理は 20.7％と低
い。 
 

【効果】 
・職員間の情報共有は、介護記録が 75.2％、作業の効率化・業務の軽減は、保険請求が 81％、

介護記録 76.4％、勤怠管理 75.2％と高い。一方、残業の減少は 22.9〜30.5％、職員の定着率
向上は６〜１１％と低い。 

 
【課題】 
・介護ロボット等同様、検討する時間がない。 
・経営陣から現場職員、老若男女の理解が得ないと導入できず、効果が十分に得られないと考え

ます。 
・このような報酬改定を繰り返すようならば、事業の継続自体を考えたい。 
・システム導入には経費が掛かるので、取捨選択しないとコストばかり膨らくのが悩み。継続的

な補助があればいい。 
・高価の為、導入しづらい。補助の内容を施設の法人の大きさ等も考慮に入れて頂きたい。人財

（日本人・外国人）の定着に ICT 化は必然。よりわかりやすく、申請がしやすくしてほしい。 
・システムが定着するまで習得に時間を要する。誰でも使いこなせる簡単な機能だと導入しやす

い 
・作業効率は上がるが、反面費用面が負担になっている。 

当社のみではなく、地域で同じ ICT 活用について足並みが揃わず活用の拡大ができていない 
・保険請求システムの種類がバラバラすぎて他事業所とのやりとりがしにくい 
・介護記録システムも種類が多いうえにタブレットなどでの記録がやりにくいものがあるが乗り

換えしにくい、記録ソフト同士のスムーズな移行ができず、使いにくいものをむりやり使い続
けるしかない、システム側も改善する気がない 

・研修等も必要だが、日頃からコミュニケーションを取り、できない職員への支援を行う事が重
要。 

・互換性もないまま、色んなサービスを使うとシンプルに使えず、定着しない。予算の都合もあ
る。 

・使用方法を覚えるまでの労力、新しい事を開始する準備、普段の業務がただでさえ滞ってしま
い切り替えの大変さ、費用面等考えると、容易でない。 

・効率化できるシステムだが、従業員の年齢層が高いため定着に時間がかかる。 
・活用する能力不足、システムの工程の多さ、簡素化が必要 
・年配スタッフなど、新しいものを覚えることが出来ない人も多く、教える手間とフォローアッ

プを考えると現状の方がお互い楽だと判断します。 
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（4） 外国人職員の在籍状況 
１） 在籍している ６６件 （14.9％） 
２） 外国人職員の内訳 
①全事業 

 
※その他：ネパール（９）、タイ・韓国（各４）、台湾（２）ウクライナ・モンゴル・スリランカ（各１） 

➁特別養護老人ホーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他：ネパール（５）、韓国（３）、台湾（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国籍

取得者等

在留資格介護 52 23 0 18 2 10 105

特定技能 35 46 15 2 5 5 108

EPA 12 19 1 2 0 34

技能実習生 7 2 12 1 0 3 25

留学生 5 3 4 12

国籍取得者等 37 40

合計 111 90 28 26 7 37 22 324

ベトナム インドネシアミャンマー フィリピン 中国 その他 合計

 

国籍

取得者等

在留資格介護 38 22 0 5 2 5 72

特定技能 23 31 9 2 5 2 72

EPA 12 19 0 1 0 32

技能実習生 5 2 3 1 0 11

留学生 3 2 5

国籍取得者等 15 15

合計 81 74 12 9 7 15 9 207

ベトナム その他 合計インドネシアミャンマー フィリピン 中国
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【効果】 
・資格と能力があれば問題ない。やさしさ・真面目さがある。順調に実習を進めている。 
・優秀な人たちが多い。日本人のニート達が目覚めてくれるのではないか。 
・技能実習生から資格を取り在留資格介護となるなど頑張っている。 
・外国人職員にわかりやすいようにマニュアルの漢字にふりがなやわかりやすい言葉を使い、動

画や写真を積極的に用いることで、無資格未経験の日本人職員にとってもわかりやすいものに
なる。お互いに理解し合おうとして、外国人職員がいるとコミュニケーションが活発になる。 

・介護福祉士や看護師資格を取得し、他法人や他施設での経験豊かな職員が集まっています。ユ
ニットリーダーなど役職のついた外国籍職員もいます。とてもまじめな職員が多く、入居者に
思いやりを持って接することができています。外国籍職員がいることで、お互いに、よりわか
りやすい言葉を使って話そう、コミュニケーションをとろうとするので、施設全体のチームワ
ーク良さにつながっていっていると思います。 

・人材確保が日本人に比べ容易である。 
・新たに外国人人材が入った時、先行して入っている人材が指導者となれるように体制整備。 
・特定技能で地方から都市部に来たい方が多く、経験のある外国人職員の採用が出来て非常に助

かりました。5 年で介護福祉士をとれなかったら帰国ではなく、企業の推薦があれば 1 年後ご
とに延長可能等、真面目に頑張っている外国人の方が救われると良いなと感じます 

・真面目で頑張り屋、純真な印象で、ご利用者や周りのスタッフに良い影響を与える。 
 
【課題】 
・導入時のコストが高い。日本語力や記録面、文化・習慣の違いが課題 
・採用コストが非常に高い。育成環境が整っていない。記録、文章の作成が課題 
・職員や利用者が外国人というだけで身を引いてしまう。日本語の細かいニュアンスを理解でき

なく、相手を困らせてしまう。日本語能力（特に敬語）の向上 
・訪問介護には日本の文化に順応している人でないと厳しいと思います。 
・一人で訪問するヘルパーの仕事は、言葉、風習の問題が懸念される。外国人人材とひとくくり

ではなく個人差があるため、人材不足を解決するひとつとして期待はある。 
・日本語での読み書きやコミュニケーション・外国人特有の文化や宗教などの理解を深めるため

の研修や受け入れ体制の確保・教育体制 
・制約が多い。管理会社への費用が掛かる。初期費用が高額で事業所の負担が大きい 
・言語の壁（コミュニケーション、記録、研修等）。宗教上の理由から勤務中の礼拝がある。日

本の文化を理解せず、入居者様とトラブルになることがある。長期の休暇希望（帰国等）があ
る。 

・特定技能外国人の採用等進めたいが法人内での意見統一が難航し思うように進まない。 
・入居者の前では母国語でなく日本語で話すように指導している。 
・結婚、出産期を迎え、不安定になっている。 
・知的障害分野でどの程度の働きが可能かわからず、積極的には動けない。支援員には察する力

が大いに求められるので、文化や生活様態の違いでそれに気が付けるかというのか大きな懸念
点 
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（5）人材確保・定着支援の取組み 

（6）補助的業務の担い手の活用 
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 （8）ボランティアの受け入れや地域での取り組み、福祉人材について 
・地域に力のある人材が多く、支援が必要な方と支援してくださる方がつながる場所つくりが 

あるといい。ご近所付き合いで助けてくださる環境つくりを地域で取り組んでほしい。 
・地域活動は重要ですが、取り組みは個人の負担（金銭的な報酬外）になることが多く、個人的

な興味関心が無いと続かないのが課題と考えます。 
・ボランティアを募集すると、お元気な高齢者の反響は時々あります。中には、高齢ですがお元

気な方は、仕事として働ける場を求めているようです。 
しかし、現状では専門職を募集すると、職種によって応募の偏りがあります。医療職や主任ケ
アマネは応募が少なく、採用に時間がかかり、悩みの種です。 

・ボランティアについては実態把握等でなるべく参加意欲があるか︖をお聞きするようにしてい
ます。そのうえで参加・希望される場合には社協やあんすこボラとして改めてお誘いし、地区
内のマッチングを行うことを検討している。 

・ボランティアの受け入れは徐々に回復してきているが、ボランティアも高齢化しているためス
ムーズな受け入れが難しいケースが散見される。地域の自治会とのかかわりをより強く持つた
め地域行事への関わりを継続していく。 

・歌やマージャンのボランティアの方々に来てもらい、活動の質が上がっています。 
・ボランティアの受け入れしたいが、窓口がわからない。 
・通所や訪問介護、居宅支援事業所の閉鎖が続き、人材や体制確保の困難さが顕著になってき 

ている。地域住民との活動等の取り組みについても、活動をしていた地域住民自体が高齢化し
てしまい次の担い手不足が感じられる。 

・補助的業務について、有償ボランティアとして受け入れています。 
・毎月、音楽・紙芝居のボランティアが３回入って下さり、ご利用者もとても楽しみにしていま

す。 
・地域密着型施設として、地域のお祭りや集まりに積極的に参加している。 
・コロナが第 5 類となり、地域活動を始めております。地区の方たちやまちづくりセンターの方 

とも協働し、進めています。 

（７）インターン、社会福祉士・介護福祉士実習生等受入れ   （件） 
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・新型コロナ・ウイルスが５類に移行してから開所した施設のため、ボランティアの受け入れや
地域交流も積極的に行っています。１階の地域交流スペースにカフェを併設し、地域の方が利
用できるようにしています。スタッフがほっと一息つける場所にもなっています。これから地
域と積極的に交流を図っていきたいと思います。 

・自施設地域交流にて、ボランティアの方たちとお話ができ、とても勉強になりました。 
・コロナ以前はベッドメイキングやクラブ活動、話し相手、洗濯物たたみ等、様々な方々がボラ 

ンティアでサポートしてもらっていたが、コロナ後は再開できていない。 
・地域との関わりという点では、施設開放の一環としての秋祭りが挙げられる。子どもを含めた

多くの地域住民が来場している。 
近隣小学校のフィールドワーク学習の受け入れ先、中学校の職業体験先となっている。取り組
みを継続し、障害とは何か、障害者とはどんな存在か、障害者福祉とはどんな仕事なのかなど
について、理解啓発を進めている。 

・限定的ではあるがボランティアの受入を行っていたが、コロナを機に受け入れは減少してい
る。現在は精神保健福祉士の実習受入れや他施設からの１日実習など、受入可能な範囲で対応
している。福祉人材についてはそのような出会いから繋がっていくケースが多い為、より多く
の方が実際に利用者の方々と過ごす機会が増えることが望ましいと考える。 

・人不足が慢性化している。働き手が少ないのだから書類（計画書等）や居宅訪問・運営推進会
議など誰も得しない業務を国や都がやめたらいいと思う。そうすれば書類などに時間をとられ
ず、現場で利用者様の対応ができるのに、といつも思っています。 

・インターン・実習生等について受入れしていないが、「福祉のしごとの理解がすすむ」と思 
う。依頼があれば受け入れたい。 

・福祉人材について︓ 訪問介護の現場では、シニアの方々が活躍できる業務がたくさんありま
すので健康で働く意欲のある 70 代、80 代の方を積極的に採用し、人材不足の解消に取り組ん
でいます。 

・ヘルパーの高齢化が進んでいます。若い人材が福祉関係の仕事に就いてくれるためには、収入
アップや設備導入が必要と思われます。 

・人材の教育と確保が必要と感じています。地域の中で連携していける仕組みがあるとより良い 
在宅ケアになると思います。 

 

 

5 福祉の仕事の魅力向上・発信 
（１）福祉のしごと 魅力向上・発信シンポジウム 

タイトル 住み慣れた地域で安心し て暮らし続けられる世田谷を目指して             
～これからの世田谷の福祉と事業所の取組み～ 

目 的 
 

世田谷区の福祉の課題、福祉事業所調査から見える福祉事業所の現状と課題、事
業所の実践報告から、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる世田谷を創る
ために、福祉のプロとして何をなすべきか・・・ともに考える。 

開催方法 
研修センターから講演内容を Zoom 配信し、視聴者の質問をチャット等で受け付け
回答する。内容は後日、研修センターホームページで録画配信する。 

開催日 ライブ開催︓令和６年３月 2１日  録画配信︓令和６年４月１日〜 

内容 

（１）基調講演「これからの世田谷の福祉に求められるもの」 
    中村 秀一氏 

世田谷区地域保健福祉審議会会長 国際医療福祉大学大学院教授  
一般社団法人医療介護福祉政策研究フォーラム理事長 

（２）調査報告 「世田谷区福祉事業所調査から見える現状と課題」 
    瓜生 律子 世田谷区福祉人材育成・研修センター 
（３）事業所の実践報告 
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    ①「特養から地域へ元気を発信 〜地域の方も職員も元気に︕」 
     山口 晃弘氏 特別養護老人ホーム 千歳敬心苑  
    ②「外国人籍職員の育成と働きやすい職場環境づくり」 
     丸山 義晴氏 特別養護老人ホーム 世田谷希望丘ホーム  
    ③「どこでも保健室 〜地域の方の健康と暮らしを支える」 
       片岸 美佳氏  訪問看護ステーション三軒茶屋  
    ④「24 時間の在宅ケア 〜ICT の活用」 
       浜田 直幸氏  SOMPO ケア成城  

対象 世田谷区内でサービスを提供している医療・福祉サービス事業所職員 
ホームページ＞福祉の理解・福祉のしごと・先駆的な取組み＞福祉のしごと・先駆的な取組み   
＞先駆的な取組みシンポジウム   

 

 

 

 

６ 特別養護老人ホーム外国人職員交流会      
タイトル 特別養護老人ホーム外国人職員交流会 
会 場 世田谷区立保健医療福祉総合プラザ 1 階会議室 
開催日 令和６年２月 22 日（木）14 時〜16 時 
参加者 外国人職員 14 名 付き添い職員 11 名 区職員 4 名 
内 容 世田谷区の状況・自己紹介・グループワーク・発表・世田谷区文化・国際課の

紹介 
 
（１）グループワーク 

①日本で働くきっかけ 
・日本の教育の高さを学びたかった。 
・日本にはいいアニメがあり、あとは自分の国よりもお給料の方も良かった 
・雪を見たかった。大学の先輩が日本で働いていた。海外で働き、家族を支えるため。 
・アニメを見て日本の文化に興味を持った。日本に来て歌舞伎を見てより衝撃を受けた。 
・日本で働く先輩の影響と、日本はやっぱり安全という印象、自然も美しいこと。桜がある。 
・日本人はちゃんと教えてくれ、技術が高いこと。 
・先輩に誘われて日本に来て、先輩と一緒に働けてよかった。 
・自分の国に介護の仕事がなくて、ちょっと僕興味を持って働きたいと思ったことと、日本で

介護の仕事ではないが、一回働いて国に戻り、また日本で働きたいと思って、介護の仕事で
戻ってきました。 

②こまったこと    
・職員が少ない 

【シンポジウムの様子】       【ZOOM 配信】           【シンポジスト】 
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・日本語のちょっとしたニュアンスに困る。専門用語もこれから勉強。漢字が難しい。 
・花粉症やゴミの分別がすごく難しい。 
・音読み訓読みや、「行く」と「行う」で読み方の違いが難しい。 
・インドネシアの方は、やはり食べ物に困っている。 
・病院に行くときの手続きやお話が大変。 
・仕事の申し送りがよく聞き取れない看護師が早口。 
・日本人先輩の方はうまくできるけれど、お風呂の介助の時に、嫌だっていう人の対応。 
・漢字と専門用語。 
・困った時に、同じ職場に同じ国の先輩に教えてもらって助かっています。 
③やりがい   
・やりがいっていう言葉もわかりにくい。 
・人間関係が良くて、一緒に勉強するのがすごくいい。 
・高齢者の方に自分の説明が伝わって笑顔が見えたことがやりがいにつながった。 
・一日事故もなく、無事に終えた時、うまく自分の仕事も一つ一つこなせた時。 
・スキルアップをして、みんなと笑顔で仲良く働けているっていうところですね。 
・ご利用者の笑顔、ありがとうって言われると、すごくやりがいになります。 
・できなかったことが先輩にレクチャーもらって、一人でできると喜びにつながり、できない

ことが克服できるようこと。 
④こうだったら良いと思うこと    
・職員が増えたらいい。・一人で仕事をテキパキこなしたい。 
・お給料を上げてほしい。・もっと上司に話を聞いて、思いを知っていただきたい。 
・基本的には生活すごく満たされていて、やっぱりその日本語の部分がもう少し上手になれ

ば、おおむねクリアできます。・タクシー代がもうちょっと安かったらいいなと 
⑤これからの夢 
・国家資格取るために勉強し、介護福祉士、看護の資格を取りたい。日々成長したい。 
・家族を日本に連れてきて一緒に暮らしたい。日本国内を旅行したい。 
・結婚して子供もいて、幸せになりたい。 
・日本語が堪能になって、いずれずっと日本で暮らしていきたい。 
・富士山を見たい、登りたい、日本全国回りたい。 
・言葉の壁を取っ払いたい 
・母国の治安が悪いので、日本で継続して働きたい。 
・インドネシアに帰って日本語を伝えたい、 
・日本人ともっとペラペラ喋れるようになり、専門用語、介護技術を持てるようになりたい。 
⑥感想 
・日本は財布を落としても中身も見つかる、夜、一人で歩いていても安全な国と、日本の魅力 

を知ることができた。 
・外国人で介護という仕事を担うこと、如何ばかりかと思います。上司とゆっくり話をする機 

会がないとのこと気づかせてくれました。先のことを考えてどんなことを考えているか知る 
ことは大事なことと思いました。 

・母国の食材を売っているお店が増えている、仕事帰りにスーパーでお弁当が半額になる。 
・前向きでまじめに頑張っている様子に素晴らしいなと思いました 
・私の施設だとベトナムの方が多いが、今回グループで他のお国の方といろんな意見を聞け、

とてもいい機会になりました。 
・システムの違いで N3 を取らないと、来日できない国と、日本に来てから、N3 をとれる国が

あることが分かった。 
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（２）世田谷区国際課による世田谷区の取組み（抜粋） 
 

 
   

 

 

 

 
 
３）当日の様子   
 

 

 
自己紹介                     

 

     グループワーク発表    

 記念写真 

                        
 

グループワーク 
 
 
 
  自己紹介（皆さん、日本語がとても上手です︕︕） 
 
 
 
 
 
 

  
 グループワーク（本音で語り合いました・・・） 
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国際課のお話（世田谷区の取組み・・・色々な取り組みがわかりました。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
集合写真 （ハイチーズ︕︕今日一番御笑顔で︕）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連絡先交換 
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Ⅲ 介護人材対策推進協議会報告 
（介護人材対策推進協議会第 2 回全体会資料より） 

   
【事業】 
① 新︓実習指導者養成支援 

新︓職場環境の改善、明るい意欲的な職場づくりなど発信方法のマニュアル等整備 
（職場見学会にも活用） 
① 新︓保育園入園指数調整基準に介護職員を追加（子ども・若者部へ相談・要望） 
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今後の課題 

・ICT、介護ロボット、外国人やシニアスタッフの活用をうまくミックスさせていくか、どのよ

うにつなげていくか計画的な対応が必要 

 ・介護機器もアセスメントしプランニングしモニタリングする人材の育成が必要 

・調査の中で課題が示されているので、課題改善の仕組みづくりが必要 

 ・キャリアアップ講座は共通と初任、中堅、リーダー・管理者層の 3 段階の 12 本の研修体系。 

  女性のキャリアアップを推奨、後押するような支援もあるといい。 

・外国人は優遇されるのに日本人の優遇が伸びないのはなぜか。日本人も同じように支援がない

と日本人はいらないのかと学生は考える。日本人より安く使えるからだろうが、同様でないと

学生は自分が必要とされていないのではないかと考える。 

 ・外国人、日本人問わず働きやすい職場を作ることが大切ということに尽きる。 

 ・介護のワンポイントレッスンの実施 

 ・SNS を活用した情報発信の仕組みづくり 

 ・職場体験、インターンシップ、実習生の受入に活用できるように、明るい職場、働きやすい職

場等の発信方法等マニュアル整備。 

 ・PR 動画も活用して、早くから学生、一般の方へも向けに働きかけていく必要性がある。 

・事業所の魅力発信に 1 分間動画はとても有効なので発信に活用して欲しい。 

・発信のサポートを研修センターがして区の事業者の全体の魅力発信をし詳しくは各事業所にど

うぞみたいに早くから発信をしていただけると良い。 

・入職に当たってもハラスメント対策をしているのは有効。 

・介護助手の事例収集、介護職員ポイント制度の検討  

・「利用者さんの夢を実現しよう」等の支援を研修センターにして欲しい。 

・サービスの質のアップをして社会的地位向上が必要。いい支援の内容というか、利用者の方が

喜んでいるとかそういうのをどんどん発信していただくと、福祉の仕事の魅力や業界のイメー

ジアップにつながる。 

・3 月 21 日のシンポジウムは、事業所の方がプロとして見るのはもちろんですが、福祉教育の

大学生、これから就職したい方や、福祉を仕事にという方に見てもらうと良い。 

・シンポジウムの後、4 月 1 日から研修センターのホームページでアップします。アップすると

ともに、まちづくりセンター、民生委員、地域の方々の勉強会などにも使ってもらえないかと

公開講座はこれからそういう活用をしたい。 

・実習生を受け入れた時に、世田谷区ではこんなことやっています。という事前学習として見て

くださいとか、あるいは実習の時間に見ていただき、世田谷ってこんなところですよ、うちは

こうなんですよとか、実習のプログラムにも入れることもできるし。実習のプログラムを皆さ
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ん方があまりにも負担感を感じて大変だと思っているところから実習生の受け入れができな

いのであれば、実習のプログラム作りとかそういったところも支援していただけると、もっと

実習が受け入れやすくなる。 

・ボランティアの受け入れもメリットを感じてもらえるといいなと思いました。職員が見るだけ

じゃなくて発信用にできればと思います。 

・介護福祉士とか受け入れ現場でもこれを見ていただければいいですね。 

・皆さんご活用ください。世田谷で働きたいなと思ってもらえるためにも、介護労働安定センタ

ー、三茶おしごとカフェでもこんなのもありますよ、とご紹介いただけると良い。 

・「世田谷は働きやすい」というのを皆さんが全員で発信することが各事業所にも戻ってくると

良い。 

・発信の言葉は大切で、福祉の仕事はつらいけどとか、大変だけどとかを初めに発信するので、

ネガティブワードをあんまり言わないほうがいい。仕事は大変な部分があり、魅力発信という

ところであれば、何が楽しいのか、何が魅力なのかを、ぜひ発信して欲しい。教育現場もなる

べくポジティブに魅力を発信しようと変えています。 

・皆さん方が仕事をしている中で利用者さんに喜んでもらってうれしいなとか楽しかったなって、

その皆さん方の気持ちが伝わる、感じたものが見ている側も感じるのではないかなと思うので、

あんまり作り込むというか意識し過ぎずに、これは良かったとか嬉しいというのを上げていく

と良い。 

・全般的に高齢者福祉に偏り過ぎっていうイメージがあります。障害の話があんまり出てきてな

いのが気になりますが、両方やっているので、基本的に、若い人は障害者福祉のほうにより興

味を持つ傾向があるので、どっちがいいとか悪いとかではないですが、障害のサービスのこと

を入れると内容的が充実するのではないか。 

・障害と高齢、あるいは子どももそうですけど、先ほどインクルーシブの言葉も出てきましたけ

ど、研修もそうですし、人材確保、高齢だけではなく障害、子ども、一緒に発信したほうが見

る回数も増えて、障害を見ていたけど高齢も続きで見たら高齢に関心があったとか、高齢を見

ていたけど障害も見て、「えっ、障害もこうだったんだ」と相乗効果はある。いろんな意味でミ

ックスしていただくのはいいと思いました。 

・ケアマネの仕事の良さというか魅力も考えて発信していけるといい。ケアマネがしっかりして

くれないとどんなサービスもつながっていかないので、世田谷発信でケアマネの魅力を伝える

ことができればいい。 

・世田谷区全体で、SNS、事業所間みんなで何か共同プロジェクトみたいなものを立ち上げて力

を入れていけば盛り上がるのではないか。 

・「世田谷の福祉は素晴らしい」と研修センターが出して、そこに乗る形で各事業所もどんどんア
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ップしていくっていう感じでもいい。「世田谷の福祉は素晴らしい」と発信できるような取り

組みができると良い。 

 

行政への要望 

 ・協議会の要望は区に上げていき、区に国・都へ要望する等取り組んでいただきたい。 

・人材確保経費助成は使用方法の項目分けをしないでフレキシブルな対応としてほしい。 

・給与、報酬アップは区ではできないが、特養の宿舎借り上げ等側面的な支援をして欲しい。 

・外国人職員が、地方から都会へきてしまうが、外国人がたくさんいる所で働きたいようです。

資格取得までに日本語の訓練もしサポートして育てたとの思いがあるので、国にも意識してほ

しい。共存共栄ができるといい。 

 ・介護福祉士等実習指導者の養成の支援（経費助成） 

 ・保育園入園指数調整基準に介護職員を追加して欲しい。 

 ・異業種からの転職者への就労継続者への支援金の創設 

 ・外国人職員の支援事業補助金の創設、採用担当者向け相談窓口の整備 

 

情報共有 

・東京都の宿舎借り上げは 4 年の限度が、6 年度から 10 年に延長。世田谷区は看護師、新たに

グループホームの補助がある。東京都以外の部分をカバーしている。東京都は、6 年度から外

国人介護労働者の宿舎借り上げについて、日本人とは別枠で上限なしで全員に拡充。 

・学生世代はネット社会なので、ホームページを大切にして、発信をしていただけると良い。 

 ・学生はコロナの後、民間企業より社会福祉法人に行く人が増え逆転している。労働生産性アッ

プ、キャリアアップで昇進はできるが、求められるものもハードになっている。 

・民間企業は大学 2 年生からインターンシップで呼び集めて就職活動が早くなっている。連動し

社会福祉法人の採用もすごく早くなっている。 

 ・社会福祉法人も 3 年生の 12 月、秋ぐらいから就職説明会と採用の時期というのが早くなって

いる。実習やインターンシップは別に期間はないので、いい職場と実感してもらえるように、

できるだけ早く学生と接触する機会を設ける。 

 ・福祉用具に関しては、いろいろな関連団体の研修とかの活用もある。 

・介護ロボットに関して、定着支援の介護ロボット、ICT 活用に関して、介護労働安定センター

で、区単位での助成金を行っている。 

・東京都福祉保健財団（都委託事業）次世代介護機器導入促進支援事業など助成金等使える。 

 ・介護労働講習は 3 月 1 日から募集開始。東京支部は 6 月 4 日から 11 月 11 日。各ハローワー

クに出向いて説明をし、ハローワーク来所者に紹介している。雇用保険受給資格者が対象。ハ
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ローワークでの受講指示が必要。 

・三茶おしごとカフェにはハローワーク渋谷の出張所併設。名称は「ワークサポートせたがや」 

ハローワーク渋谷と違い職業紹介窓口。連携を強化したい。 

・魅力発信︓全国社会福祉法人の経営者協議会で毎年社会福祉 HEROʼS を実施。昨年のベストヒ

ーローは、兵庫の特養。SNS の発信をして 1 万 7,000 フォロワー、今 2 万になった方がベス

トヒーローになり、その後、県外からも勤めたいという若者が来て、人材確保に困らなくなっ

たって。SNS の発信は効果的です。 

・利用者の笑顔、こんなに利用者さんに喜んでもらっている施設なら働きたい。利用者さんの笑

顔あふれているところをたくさんアップしている。 

  職員の中で、結婚したけど結婚式をコロナで挙げられなかった人がいて、「かわいそうだね」

「じゃあ施設で結婚式やる︖」と言ったら、利用者さんが「そうだ、そうだ」と、利用者さん

が参列者になってアットホームな結婚式をアップして、利用者さんも一緒に、コロナで結婚式

できなかった職員が結婚式挙げました、これが 1 万 7,000 のフォローになった。誰かのため

にやったことをが、みんなの心を打つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

介護職員就業促進事業（東京都事業 旧トライアル雇用制度） 
４月当初、東京都人材センターに登録。１事業所３名、都全体で1200名。申請期間は短いので

あらかじめ準備が必要。自ら採用した方々の資格取得支援、指導職員手当等手厚い事業。 
 

ハローワーク渋谷の採用例 
30代女性で事務５年、40代女性で事務７年の２人は事務職で仕事が見つからず、介護セミナー
を受けて就職。50代女性はデイサービスから訪問介護に移った。30年間百貨店勤務の60代女性、
30年間ヘアケアの仕事の70代女性は。職業訓練で資格を取って、訪問介護に採用された。 

 

腰痛を予防しよう‼「福祉用具活用のススメ」パンフレット 
利用者、介護者、従事者向けに、スライディングボード等活用の啓発用パンフレット「福祉用具
活用のススメ」のパンフレット作成。２次元コードをかざしてヘルパー訪問時にご利用者・ご家
族への説明や事業所で研修用に活用できる。腰痛予防体操の動画も入っています。 
3000部作成。研修センターホームページでも公開 

採用活動経費助成の活用例 
➡相談・面接会に使用するビブスや椅子カバー、事業所紹介の大きなパネルを作成。 
➡ホームページの改修。求人媒体への広告経費。 

 

地域活動をとおして・・・ 

 地域食堂の実施、町会・自治会等の防災訓練への参加、福祉事業所体験等を通して、福祉の仕

事や取り組みを知っていただくことで、地域の応援者を増やすことにつながっている。 
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協議会の中から・・・相談のチラシ作成 
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Ⅳ 事業所の好事例 
 

１ 令和 2 年度 先駆的取組みシンポジウムより 
（１）特別養護老人ホーム砧ホーム 
「機器の活用による、自立支援と働きやすさの創出について」               

鈴木健太 氏（特別養護老人ホーム砧ホーム施設長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 

  

  

 

 

 

機器の活用 による メリット
〇直接的効果 ⇒ 働きやすい職場

働き続けられる職場
〇副次的効果 ⇒ 働きたい職場
◎超副次的効果 ⇒ 働きがいのある職場

導入以降5年間に入職の8名全員就業継続中
22

・試行錯誤しながら使いこなすことで高まる課題解決力
・自律的に進化できるポジティブでアクティブな職員育成
・変化することを恐れないチャレンジングな組織風土

自信
意欲

実感

 

記録入力

見守り支援機器

インカムICT
2019年～本格化

TB-eye クリアトークカム10
×10台

福祉の森FUTURE
タブレットシステム

シルエット見守りセンサ
×5台

（ 介 護ロ ボッ ト）タブレット
×10台接続

7
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（２）特別養護老人ホームエリザベート成城 
「持ち上げない介護」    長田吉生氏（特別養護老人ホームエリザベート成城ＧＭ） 
＜ノーリフティングケア＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
              
 
 
 
 
 
 
 ＜眠りスキャン＞ 
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(3) 世田谷ホームヘルプサービス・烏山ホームヘルプサービス 
 「訪問介護事業における ICT の取組み〜スマートフォンの活用〜」 

日暮裕子氏(世田谷ホームヘルプサービス所長) 芳村裕子氏(烏山ホームヘルプサービス所長) 
＜ICT の導入＞ 
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令和 3 年度 先駆的取組みシンポジウムより 
（１）「デジタル機器の活用と業務改善へ向けた取組み」 

市橋 奈緒美氏（特別養護老人ホーム 久我山園施設長） 
 ＜睡眠センサーの導入＞            ＜パソコン・iPhone で情報共有＞ 

 
 
 
 
 
 
（２） 
                              
 
 

  
＜シルエットセンサーで行動把握＞       ＜シルエットセンサーの情報表示＞ 

 
 
 
 
              
 
                
 
 
 
 
＜デジタル機器の有効活用に向けて＞      ＜介護記録ソフトの見直し＞ 
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（２）「持ち上げない介護の取組み」 
      佐賀 勝之氏（特別養護老人ホーム 上北沢ホームサービス係長） 
＜持ち上げない介護の導入時＞         ＜持ち上げない介護の始動＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜持ち上げない介護の利用者のメリット＞   ＜持ち上げない介護の介護者のメリット＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜持ち上げない介護の活用機器＞       ＜認知症ケアの取組み＞ 
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（３）「外国人人材、認知症緩和ケア日本版 BPSD ケアプログラムの活用」 
石井 りな氏（特別養護老人ホーム 等々力の家施設長） 
 

 ＜外国人職員の受入れ＞            ＜外国人職員のサポート体制＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜外国人職員の育成＞            ＜外国人職員と認知症ケア＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜認知症ケアの事例＞            ＜認知症ケア 背景要因をさぐる＞ 
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（４）「職員の離職防止の取組み」 
相川 しのぶ氏（株式会社やさしい手世田谷支社副支社長） 
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令和 4 年度 先駆的取組みシンポジウムより 
（１）「皮膚トラブル管理への写真の活用の開始とその副次効果」 

特別養護老人ホーム 芦花ホーム︓川手 彩未氏・岡崎 一也氏   
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（２）「ICT 導入による業務改善に向けた取り組み 
〜導入後に変わったこと・わかったこと〜」 

特別養護老人ホーム 博水の郷︓岩永 真祐氏・佐藤 大介氏・岡野谷 智子氏  
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（３）「通所リハの介護機器・ICT・生産性向上のこれまでと今後」 
成城リハケア病院︓岩熊 晋平氏     
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（４）「訪問介護のノーリフト研修と実践  
〜腰痛予防・お客様と介護者の自立支援・負担軽減〜」 

みずたま介護ステーション明大前、三軒茶屋 
山田 明美氏・柿本 輝美枝氏・羽柴 若菜氏 
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令和５年度 先駆的取組みシンポジウムより 
（１）「特養から地域へ元気を発信 〜地域の方も職員も元気に︕」 
     山口 晃弘氏 特別養護老人ホーム 千歳敬心苑  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（２）「外国人籍職員の育成と働きやすい職場環境づくり」 
     丸山 義晴氏 特別養護老人ホーム 世田谷希望丘ホーム  
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（３）「どこでも保健室 〜地域の方の健康と暮らしを支える」 
       片岸 美佳氏  訪問看護ステーション三軒茶屋  
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（４）「24 時間の在宅ケア 〜ICT の活用」 

       浜田 直幸氏  SOMPO ケア成城  
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Ⅴ 資料 

１ 世田谷区介護人材対策推進協議会検討経過 
  

項  目 日  程 主な内容 

第 1 回全体会 令和５年 7 月 6 日 委員紹介・会長選出  

世田谷区介護人材対策推進協議会の進め方 

（検討）介護人材に関する課題と取組み 

第 1 回部会 入所系︓9 月 28 日 

在宅系︓10 月 6 日 

第 1 回全体会振返り 

介護人材に関する新たな取組みの検討 

第 2 回部会 在宅系︓12 月７日 

入所系︓12 月 18 日 

介護人材に関する新たな取組みの検討   

福祉人材に関する世田谷区福祉事業所調査の実施 

第 2 回全体会 令和６年 3 月１1 日 世田谷福祉人材育成・研修センターの取組み 

介護人材に関する取組み 

福祉人材に関する世田谷区福祉事業所調査（中間報告） 

福祉のしごと魅力向上・発信シンポジウムの開催 

報告書 令和６年 3 月 令和５年度の取組み報告 好事例報告 

関連事業   

項  目 日  程 主な内容 

事例収集 令和５年 12 月 

〜令和６年２月 

福祉事業所調査の実施 

外国人職員交

流会 

令和６年２月 2２日 特別養護老人ホーム外国人職員交流会 

福祉のしごと

魅力向上 

シンポジウム 

令和６年３月２1 日  

公開講座 

録画配信︓ 

令和６年４月１日〜 

住み慣れた地域で安心して 

暮らし続けられる世田谷を目指して 

〜これからの世田谷の福祉と事業所の取組み〜 
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２ 世田谷区介護人材対策推進協議会委員名簿          

事務局︓世田谷区福祉人材育成・研修センター 

区 分 所  属 氏  名 （敬称略） 
事業者団体／ 
職能団体 
 
 入

所
系 

世田谷区特別養護老人ホーム 
施設長会 

博水の郷 
施設長               田中 美佐 

世田谷区内介護老人保健施設 
 

うなね杏霞苑  
事務長               武藤 勝臣 

一般社団法人全国介護付き 
ホーム協会 

そんぽの家砧南  
ホーム長              村松 愉 

世田谷グループホーム連絡会 
 

愛の家グループホーム桜新町  
マネージャー         森田 稔 

在
宅
系 

世田谷区介護サービス 
ネットワーク  （訪問介護） 

ＮＰＯわかば 
代表                 辻本 きく夫 

世田谷区介護サービス 
ネットワーク （通所介護） 

大三島育徳会 タガヤセ大蔵ディ 
菊本 浩三 

世田谷ケアマネジャー連絡会 
 

やさしい手看多機かえりえ用賀  
 副支社長         相川 しのぶ 

世田谷区定期巡回・随時対応型訪
問介護看護事業者連絡会 

やさしい手千歳烏山 定期巡回・ 
随時対応型訪問介護看護事業所   
責任者            大竹 裕  

世田谷区小規模多機能・ 
看護小規模多機能連絡会 

優っくり村 
管理者           和田 直大 

訪問看護ステーション 
管理者会 

桜新町アーバンクリニック/桜新町ナースケア・ステ
ーション管理者       國居 早苗 

職 業 紹 介 機 関
／支援機関 

渋谷公共職業安定所  
職業相談第二部門 

統括職業指導官       依田 未和 

東京都福祉人材センター  
人材情報室 

室長              高村 卓朗 

公益財団法人介護労働安定 
センター 東京支部 

支部長             我妻 明 

公益財団法人世田谷区 
産業振興公社 

事務局長           竹内 明彦 

行政等 世田谷区 経済産業部長        後藤 英一 
 
高齢福祉部長        山戸 茂子 
 

世田谷区福祉人材育成・ 
研修センター 

センター長           瓜生  律子 

学識経験者 昭和女子大学 人間社会学部福祉社会学科  
教授                 北本 佳子 
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３ 世田谷区介護人材対策推進協議会会則 
 

（目的） 

第１条 世田谷区における介護人材の確保及び育成・定着支援について、中長期的な視点も含めた対策

を検討し推進するため、区内介護サービス施設・事業者と行政が一体となった「世田谷区介護人材対

策推進協議会（以下「協議会」という。」を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、次の事項について所掌する。 

（１）介護現場の革新・生産性の向上に関すること。 

（２）多様な人材の参入・活躍の促進に関すること。 

（３）介護の仕事の魅力発信・職業イメージの改善に関すること。 

（４）その他介護人材の確保・育成・定着支援に関すること。 

（構成団体） 

第３条 協議会は、別表に掲げるもので構成する。 

（全体会議） 

第４条 協議会の構成団体等が推薦する委員をもって構成し、第２条に定める事項について検討を行う。 

（会長） 

第５条 協議会に会長を置き、委員の互選による。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

（招集等） 

第６条 全体会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、全体会議に委員以外の者の出席を求めることができる。 

（部会） 

第７条 会長が必要と認めるときは、協議会に部会を置くことができる。 

２ 部会は、協議会の構成団体等が推薦する部会員をもって構成する。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、世田谷区福祉人材育成・研修センターにおいて処理する。 

（委任） 

第９条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

この会則は、令和３年６月１日から施行する。 
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